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( 2)

　

国
保
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
？

◆
課
題
は
、
国
保
財
政
健
全
化

　

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
加

入
者
の
皆
さ
ん
が
所
得
な
ど
に
応

じ
て
保
険
税
を
出
し
合
い
、
そ
こ

か
ら
医
療
費
を
支
出
す
る
と
い
う

「
相
互
扶
助
」
の
医
療
制
度
で
す
。

　

国
保
の
財
政
で
あ
る
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
に
お
い
て
、
医
療

費
の
増
加
に
よ
り
基
金
（
積
立
金
）

が
大
幅
に
減
少
し
、
財
源
不
足
分

を
賄
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
平

成　

年
度
約
７，
１
５
０
万
円
、

19
平
成　

年
度
約
６，
４
５
０
万
円
、

20

平
成　

年
度
決
算
見
込
み
約

21

９，
３
０
０
万
円
、
平
成　

年
度

22

当
初
予
算
約
１
億
２，
０
０
０
万

円
を
、
一
般
会
計
か
ら
赤
字
補
て

ん
分
と
し
て
新
た
に
繰
り
入
れ
て

い
る
状
況
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
医
療
費
抑
制
を
行

い
つ
つ
、
保
険
税
を
見
直
し
て
一

般
会
計
か
ら
の
赤
字
補
て
ん
を
減

ら
す
こ
と
が
、
健
全
な
国
保
運
営

と
い
え
、
ま
さ
に
こ
の
こ
と
が
板

倉
町
国
保
の
抱
え
る
大
き
な
課
題

と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

協
議
会
で
検
討
し
ま
し
た
！　

◆
板
倉
町
国
民
健
康
保
険

　

運
営
協
議
会

　

国
保
事
業
の
運
営
の
適
正
を
図

る
た
め
、
町
に
は
、
国
保
被
保
険

者
を
代
表
す
る
委
員
、
保
険
医
ま

た
は
保
険
薬
剤
師
を
代
表
す
る
委

員
、
公
益
を
代
表
す
る
委
員
そ
れ

ぞ
れ
４
名
（
計　

名
）
か
ら
構
成

12

さ
れ
る
「
板
倉
町
国
民
健
康
保
険

運
営
協
議
会
」
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
運
営
協
議
会
に
お
い
て
、

約
４
か
月
間
３
回
に
わ
た
り
、
国

保
財
政
の
健
全
化
に
つ
い
て
検
討

を
行
い
ま
し
た
。

昨
年
昨
年
（（
２
０
０

２
０
０
９９
年
）
の
「
広
報
い
た
く
ら

年
）
の
「
広
報
い
た
く
ら
」」

月
号
及
び

月
号
で
国
民
健
康
保
険

　

月
号
及
び　

月
号
で
国
民
健
康
保
険
にに

1010

1111

つつ
い
て
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が

い
て
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、、

今
回
は
、
板
倉
町
国
民
健
康
保
険
が
抱
え

今
回
は
、
板
倉
町
国
民
健
康
保
険
が
抱
え
るる

課
題
を
中
心
に
お
伝
え
し
ま
す

課
題
を
中
心
に
お
伝
え
し
ま
す
。。

国
民
健
康
保

国
民
健
康
保
険険
の
抱
え
る
課
題
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ま
ず
は
、
医
療
費
抑
制
を

◆
家
計
へ
の
負
担
も
軽
く
な
り
ま
す

－

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用－

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発

医
薬
品
）
を
ご
存
じ
で
す
か
。
先

発
医
薬
品
（
新
薬
）
の
特
許
が
切

れ
た
後
に
販
売
さ
れ
る
医
薬
品
の

こ
と
で
す
。
効
き
目
や
安
全
性
は

先
発
医
薬
品
と
ほ
ぼ
同
等
で
す
。

違
う
の
は
、
安
価
で
経
済
的
だ
と

い
う
こ
と
で
す
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
を
希
望
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
皆
さ
ん
の
医
療
負
担
が
軽
減

さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
国
保
の
医

療
費
も
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

医
療
費
抑
制
の
た
め
に
も
、
医

師
・
薬
剤
師
に
ご
相
談
の
う
え
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
希
望

し
、
使
用
さ
れ
る
こ
と
を
お
願
い

し
ま
す
。

◆
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た
め
に

－

特
定
健
診
・
保
健
指
導
の
受
診－

　
　

歳
か
ら　

歳
の
加
入
者
を
対

40

74

象
に
、
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保

健
指
導
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
特

定
健
診
は
、
腹
囲
測
定
や
心
臓

病
、
脳
卒
中
な
ど
の
危
険
因
子
判

定
に
役
立
つ
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
検
査
を
加
え
、
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
該
当
者

や
予
備
群
を
い
ち
早
く
見
つ
け
る

健
診
を
行
い
ま
す
。

　

特
定
保
健
指
導
は
、
健
診
結
果

に
応
じ
て
、
専
門
家
に
よ
る
生
活

習
慣
改
善
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
健
康
診
断
を
受
け
、

病
気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が

行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
将
来
的

に
皆
さ
ん
の
医
療
負
担
が
軽
減
さ

れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
併
せ
て

国
保
の
医
療
費
も
少
な
く
な
り
ま
す
。

自
分
の
健
康
の
た
め
に
も
、
年
に

一
度
は
必
ず
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

国
保
税
の
見
直
し
を
検
討

◆
不
足
分
を
赤
字
補
て
ん
に
頼
っ

　

て
い
る

　

国
保
が
負
担
す
る
医
療
費
の
主

な
財
源
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
皆

さ
ん
か
ら
の
保
険
税
で
す
。
医
療

費
が
増
え
る
と
保
険
税
も
値
上
げ

せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
す
。
し

か
し
、
現
状
は
、
保
険
税
で
賄
う

べ
き
と
こ
ろ
を
一
般
会
計
か
ら
の

赤
字
補
て
ん
に
頼
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
予
算
ベ
ー
ス
で
、

22

郡
内
で
の
平
均
赤
字
補
て
ん
額
は

約
６，
０
０
０
万
円
で
あ
る
の
に

対
し
て
、
板
倉
町
で
は
約
１
億

２，
０
０
０
万
円
に
も
上
り
、
本

来
で
あ
れ
ば
こ
の
お
金
は
、
一
般

会
計
で
広
く
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
使

わ
れ
る
べ
き
も
の
で
す
。

◆
健
全
な
国
保
運
営
を

　

行
う
べ
き
？

　

国
民
皆
保
険
制
度
の
も
と
、
国

保
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

か
た
も
い
る
こ
と
か
ら
、
国
保
税

の
値
上
げ
が
及
ぼ
す
影
響
に
は
大

き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
一
般
会

計
か
ら
補
て
ん
が
で
き
る
の
で
あ

れ
ば
、
国
保
税
は
「
現
状
維
持
で

よ
い
」
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
未 
曾 
有
の
経
済
状
況

ぞ

の
冷
え
込
み
か
ら
、「
今
こ
こ
で

の
値
上
げ
は
で
き
な
い
」
と
の
意

見
も
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
赤
字
補
て
ん
分
に
つ

い
て
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
血
税
を

町
の
人
口
の
約
３
分
の
１
の
国
保

加
入
の
か
た
た
ち
だ
け
の
た
め
に

投
入
し
て
い
る
こ
と
に
も
な
っ
て

お
り
、
さ
ら
に
国
保
は
受
益
者
負

担
が
原
則
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
赤

字
補
て
ん
分
す
べ
て
を
増
税
し
て

賄
う
べ
き
だ
」「
あ
る
程
度
の
増
税

は
や
む
を
得
な
い
の
で
は
な
い
か
」

な
ど
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
匿
名
で
の
封
書
に
て
、

「
社
会
保
険
は
運
営
で
き
な
く

な
っ
て
い
く
と
、
保
険
料
の
値
上

げ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

国
保
だ
っ
て
税
金
の
投
入
で
な
く

加
入
者
の
保
険
料
を
値
上
げ
す
べ

き
で
す
」
と
の
ご
意
見
も
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　

町
長
へ
の
報
告
は
？

◆
見
直
し
は
慎
重
に　

　

板
倉
町
国
民
健
康
保
険
運
営
協

議
会
が
検
討
し
た
結
果
を
町
長
に

報
告
し
た
内
容
に
つ
い
て
は
、

「
国
保
税
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
十
分
か
つ
慎
重
な
る
対
応

が
必
要
で
あ
る
」
と
い
う
も
の
で

し
た
。

　

国
保
税
に
つ
い
て
は
、
当
面
現

状
を
維
持
し
、
医
療
費
の
抑
制
に

努
め
る
と
と
も
に
、
医
療
費
の
推

移
を
見
守
り
な
が
ら
国
保
税
の
見

直
し
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　今までは、すべて医師まか
せだった薬選びに、患者も参
加できるようになりました。
　カードを希望されるかた
は、保険医療係（内線３２２）
までご連絡ください。
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思
い
切
り
楽
し
も
う

　

ま
つ
り
会
場
に
設
け
ら
れ
た
特

設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
板
倉
町
の
伝

統
芸
能
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
発
表
が

行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
広
い
歩
道

の
各
所
で
は
テ
ン
ト
で
の
模
擬
店

が
出
店
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
迫
力
満
点
の
み

こ
し
振
り
な
ど
、
家
族
み
ん
な
で

楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く

さ
ん
で
す
。

日
時　

７
月　

日　
　

午
後
２
時

31

(土)

　

分
〜
（
荒
天
の
場
合
は
、
翌
日

30の
み
順
延
）

場
所　

板
倉
町
朝
日
野　

ふ
れ
あ

い
通
り

※
中
止
や
順
延
の
場
合
は
、
町
テ

レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
及
び
安
全
安
心

メ
ー
ル
で
お
伝
え
し
ま
す
。
安
全

安
心
メ
ー
ル
の
登
録
が
お
済
み
で

な
い
か
た
は
、
左
記
ア
ド
レ
ス
か

ら
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

�
０
１
８
０－

　

－

２
４
０
０

99

▼
安
全
安
心
メ
ー
ル

http://www.town.itakura.

gunma.jp/mobile/mail.html

　

ま
つ
り
司
会
者
募
集

　

板
倉
ま
つ
り
で
は
、
当
日
に
ア

ナ
ウ
ン
ス
を
し
た
り
、
参
加
団
体

の
Ｐ
Ｒ
を
し
た
り
す
る
司
会
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
興
味
が
あ
る

か
た
は
、
７
月　

日　

ま
で
に
左

15

(木)

記
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

産
業
政
策
係
（
板
倉

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
販
売
セ
ン
タ
ー
内
）

�
　

－

４
０
４
０

70

ＴＯＷＮ ＮＥＷＳ
町の話題・情報をお届けします　�82- 1111　�82- 1300　�k- j ouhou@t own. i t akur a. gunma. j p

盛
り
上
が
ろ
う
！　

第　

回
板
倉
ま
つ
り

26

※当日の会場周辺は、交通規制を行います。
　バスも迂回運行されますので、ご注意ください。
※７月下旬に板倉まつりプログラムを新聞折り込みします。
　また各公民館でも配布しますのでご覧ください。

Ｅ
ボ
ー
ト
参
加
者
募
集

日
時　

８
月　

日　
　

午
前
８
時
〜

21

(土)

午
後
２
時
（
雨
天
強
風
の
場
合
中
止
）

会
場　

谷
中
湖
北
ブ
ロ
ッ
ク

参
加
資
格　

板
倉
町
・
栃
木
市
・
加

須
市
・
小
山
市
・
古
河
市
・
野
木
町

に
在
住
、
在
勤
の
か
た
及
び
関
係
団
体

チ
ー
ム
編
成　

１
チ
ー
ム　

名
10

（
男
女
問
わ
ず
、
混
合
も
可
）

参
加
部
門　

○
中
学
生
の
部
（
板
倉

町
・
栃
木
市
・
加
須
市
の
か
た
の
み
）

○
一
般
の
部

参
加
費
【
一
般
の
部
】
３，
０
０
０
円

【
中
学
生
の
部
】　

無
料

表
彰　
【
一
般
の
部
】　

賞
状
・
賞
金

【
中
学
生
の
部
】　

賞
状
・
賞
品

申
込
方
法　

代
表
者
（
中
高
生
の
場

合
は
、
保
護
者
ま
た
は
学
校
関
係

者
）
及
び
参
加
者
全
員
の
住
所
、
氏

名
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
、
性
別

を
記
入
の
う
え
、
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※　

チ
ー
ム
を
超
え
た
場
合
は
、
抽

54
選
に
て
出
場
チ
ー
ム
を
決
定
し
ま
す
。

締
切
日　

７
月　

日　

必
着

30

(金)

申
込
先
・
問
合
せ　

板
倉
町
大
字
板
倉
２
０
６
７

企
画
調
整
係

�
内
線
１
４
２

�
　

－

１
３
０
０

82

板
倉
ま
つ
り
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商
工
業
の
振
興
に
ご
尽
力

　

去
る
２
月　

日　

に
ご
逝
去
さ

25

(木)

れ
た 
根  
岸 

ね 
ぎ
し 

與  
士  
雄 
さ
ん
（
板
倉
）

よ 

し 

お

が
、
旭
日
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま

し
た
。

　

根
岸
さ
ん
は
、
平
成
７
年
に
板

倉
町
議
会
議
員
に
当
選
さ
れ
て
以

来
３
期　

年
に
わ
た
り
町
の
発
展

12

に
多
大
な
貢
献
を
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
会
に
お
い
て
は
要
職
を
歴
任

さ
れ
、
板
倉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
事

業
化
を
契
機
に
板
倉
川
の
河
川
改

修
事
業
の
推
進
な
ど
に
ご
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
永
年
に
わ

た
る
功
績
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の

受
章
と
な
り
ま
し
た
。

更
新
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

町
の
発
展
に
ご
尽
力

　

６
月　

日　

、
東
洋
大
学
板
倉

26

(土)

キ
ャ
ン
パ
ス
で
板
倉
町
と
板
倉
町

商
工
会
の
共
催
に
よ
り
、 
川  
野  
辺 

か
わ 
の 

べ

 
金  
吾 
さ
ん
（
岩
田
）
の
叙
勲
祝
賀

き
ん 
ご

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

川
野
辺
さ
ん
は
、
板
倉
町
商
工

会
長
と
し
て　

年
の
永
き
に
わ
た

20

り
板
倉
町
の
発
展
に
大
き
く
貢
献

を
な
さ
れ
ま
し
た
。
平
成　

年　
17

10

月
か
ら
は
群
馬
県
商
工
会
連
合
会

副
会
長
と
し
て
、
県
内
の
商
工
業

の
振
興
に
も
ご
尽
力
さ
れ
、
そ
の

永
年
に
わ
た
る
功
績
が
認
め
ら

れ
、
４
月　

日
に
旭
日
双
光
章
を

29

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

７
月　

日
で
期
限
が
切
れ
る
保
険

31

証
、
受
給
者
証
に
つ
い
て
更
新
が

あ
り
ま
す
。
証
の
種
類
と
更
新
方

法
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

●
後
期
高
齢
者
保
険
証

対
象
者　

後
期
高
齢
者
医
療
に
加

入
さ
れ
て
い
る
か
た

証
の
色　

薄
い
茶
色
（
新
し
い
保

険
証
は
緑
色
に
な
り
ま
す
）

更
新
方
法　

ご
自
宅
に
郵
便
で
届

き
ま
す
。

●
前
期
高
齢
者
受
給
者
証

対
象
者　

国
民
健
康
保
険
に
加
入

さ
れ
て
い
る　

〜　

歳
の
か
た

70

74

証
の
色　

白
色

更
新
方
法　

ご
自
宅
に
郵
便
で
届

き
ま
す
。

●
福
祉
医
療
受
給
者
証

対
象
者　

福
祉
医
療
の
カ
ー
ド
を

お
持
ち
で
７
月　

日
に
期
限
が
切

31

れ
る
か
た

証
の
色　

ピ
ン
ク
色

更
新
方
法　

役
場
健
康
介
護
課
で

手
続
き
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

期
日
は
７
月
に
発
送
さ
れ
る
通
知

に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証

対
象
者　

国
民
健
康
保
険
ま
た
は

後
期
高
齢
者
医
療
に
加
入
さ
れ
て

い
る
か
た
で
、
長
期
に
入
院
さ
れ

て
い
る
か
た

証
の
色　

国
民
健
康
保
険
は
白
色

後
期
高
齢
者
医
療
は
薄
い
茶
色

（
新
し
い
認
定
証
は
緑
色
に
な
り

ま
す
）

更
新
方
法　

役
場
健
康
介
護
課
で

手
続
き
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

８
月
１
日
以
後
に
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
特
定
疾
病
受
療
証

対
象
者　

国
民
健
康
保
険
に
加
入

さ
れ
て
い
る
か
た
で
、
特
定
疾
病

受
証
療
を
お
持
ち
の
か
た

証
の
色　

白
色

更
新
方
法　

ご
自
宅
に
郵
便
で
届

き
ま
す
。

※
８
月
１
日
か
ら
所
得
区
分
が
変
更
に

な
り
ま
す
の
で
、
負
担
割
合
が
変
わ
る

場
合
（
１
割
か
ら
３
割
ま
た
は
、
そ
の

逆
）
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
認
定
証
を
お
持
ち
の

か
た
で
、
所
得
判
定
の
結
果
発
行
が
不

要
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　

保
険
医
療
係

�
内
線
３
２
２
・
３
２
６

旭
日
単
光
章
受
章

旭
日
双
光
章
受
章

保
険
証
・
受
給
者
証

夏の県民交通安全運動実施

７月12日（月）～21日（水）



( 6)

今月も町の話題が盛りだくさん！

    地域防災力を高める
　５月29日(土)、東洋大学板倉キャンパス内

において、水防災講演会が開かれました。こ

れは、水防演習を契機に、今後予想される洪

水の被害を小さくするためには、どのような

対策が必要なのかを考えるものです。

　講師に、群馬大学大学院工学研究科の 清  水 
し みず

 義彦 教授と、 片  田  敏孝 教授をお迎えし、災害
よしひこ かた だ としたか

の実例や２月に実施したアンケートの集計

結果を踏まえた講演となりました。

　清水先生は、堤防は昔の水塚よりも高く、

洪水になれば被害が甚大になることを。片

田先生は、役所はやるべきことはやるのが当

然であるという前置きの後、これまでは、行

政が災害から住民を守るものだと思ってき

たかもしれないが、その役所にはできること

の限界がある。私たちは過大な行政依存を

どうにかして、自助の方向に向ける必要があ

る。自助とはつまり、自分や家族の命、地域

の安全を守るために、主体的に行動ができる

住民になることであると講演しました。

　当日は約３００人のかたが聴講しました。

　　昔ながらの手植えに挑戦
　５月31日(月)、板倉高校の２年生20名が、

高校の北東にある水田で田植えの体験学習

をしました。

　農業体験学習指導員の 黒  野  一  郎 さんの指
くろ の いち ろう

導のもと、慣れない手つきでもち米の苗を植

えました。はじめ素足で田んぼに入ったと

きには悲鳴を上げていた生徒たちですが、約

３アールの水田を１時間ほどで植え終える

ことができました。

片田敏孝教授 清水義彦教授

広報いたくら　Ｈ22．７．１(7)

掲載された写真は希望者にプレゼント！　　情報広報係　�８２－１１１１(内線１５１)　�k- j ouhou@t own. i t akur a. gunma. j p

　　食事と並んで大切なもの

　　力を合わせる世代間交流

　　繰り広げられる熱戦
　６月27日(日)、板倉高校体育館において、

第21回板倉町近隣交流春季バドミントン大

会が開催されました。

　バドミントンは、見た目以上にハードなス

ポーツで、選手たちは息を弾ませながら行き

交うシャトルを追いかけ、時に鋭いスマッ

シュを放っていました。

　６月15日(火）、東部公民館で「安全・快適ラ

イフの秘訣　～排 泄 福祉用具の選び方・使
せつ

い方～」と題して健康の鉄人教室が開かれま

した。講師である福祉用具専門相談員の

 千本  木  崇行 さんは「自分のためにも家族のた
せんぼん ぎ たかゆき

めにも、今は関係なくても知っていてほしい

こと」だと話しました。

　６月20日(日)、第20回町民スポーツフェス

ティバルが開催されました。グラウンド・

ゴルフは第30行政区、ニチレクボールは第20

行政区、ソフトバレードッジボールは第17行

政区が制し、みごと総合優勝を果たしたのは

第24行政区でした。それぞれすばらしい熱

戦が繰り広げられました。

　　子どもたちを学校に
　５月20日（木）、中央公民館で板倉町国際交

流協会・ラオスの会による講演会が開催さ

れました。講師には日本民際交流センター

のジョイさんをお迎えし、約１００名が出席

しました。ジョイさんは、ラオス農村部に住

む貧しい子どもたちの窮状を紹介しながら、

日本の人々の善意を求めました。
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使
わ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
古

い
タ
ン
ス
が
物
置
の
場
所
を
と
っ

て
し
ま
い
困
っ
て
い
ま
す
。
処
分

し
た
い
の
で
す
が
、
ど
う
す
れ
ば

よ
い
で
し
ょ
う
か
？

　
　
　
　
　
　
　
　
（
匿
名
希
望
）

　

ふ
と
ん
・
家
具
類
・
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
大
き
な
衣
装
ケ
ー
ス
な

ど
、
可
燃
性
の
粗
大
ご
み
を
出
せ

る
日
は
月
に
２
〜
３
回
（
偶
数
月

は
２
回
、
奇
数
月
は
３
回
）
の
指

定
さ
れ
た
日
の
み
に
な
り
ま
す
。

　

出
せ
る
日
を
確
認
す
る
に
は
、

ご
み
の
出
し
方
の
ポ
ス
タ
ー
や
広

報
紙
の
最
後
の
ペ
ー
ジ
に
あ
る
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
も
粗
大
ご
み
の
受

入
日
な
ど
が
載
っ
て
い
ま
す
の
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

国
展
に
連
続
入
選

　

梅
雨
入
り
間
近
の
青
空
の
下
、

小
野
田
填
さ
ん
の
ア
ト
リ
エ
を
訪

問
し
ま
し
た
。

　

小
野
田
さ
ん
は
、
日
本
最
大
級

の
公
募
展
「
国
展
」
の
写
真
の
部

に
お
い
て
連
続
７
回
の
入
選
を
し

て
い
ま
す
。　

今
年
入
選
さ
れ
た

「
焦
土
」
と
い
う
作
品
は
、
渡
良
瀬

遊
水
地
の
焼
け
野
原
の
イ
メ
ー
ジ

に
よ
る
も
の
で
、
そ
の
作
品
を
み

る
と
、
な
に
か
胸
の
中
に
ぐ
ん
と

迫
っ
て
く
る
も
の
を
感
じ
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
十
分
に
練
ら
れ
た
構

図
と
特
別
な
技
法
か
ら
来
る
も
の

な
の
か
、
自
然
の
本
来
持
っ
て
い

る
力
強
さ
な
の
か
、
あ
る
い
は
、

自
然
に
対
す
る
小
野
田
さ
ん
の 
畏 い

 
敬 
の
念
か
ら
な
の
で
し
ょ
う
か
。

け
い

　

写
真
と
の
出
会
い

　

小
野
田
さ
ん
は
終
戦
後
間
も
な

　

お
の
だ
・
み
つ
る　

岩
田
在
住
／
「
国
展
」

に
出
品
す
る
傍
ら
、
町
の
イ
ベ
ン
ト
で
も
長
年

写
真
で
の
記
録
を
続
け
て
い
ま
す
。　

月
に
は

10

わ
た
ら
せ
自
然
館
に
お
い
て
ラ
オ
ス
の
農
村
を

テ
ー
マ
に
し
た
個
展
を
開
く
予
定
で
す
。

古
い
た
ん
す
を
処
分

し
た
い

ご
確
認
く
だ
さ
い

粗
大
ご
み
の
出
し
方

時時時時時時時時時時間間間間間間間間間間とととととととととと空空空空空空空空空空間間間間間間間間間間をををををををををを切切切切切切切切切切りりりりりりりりりり取取取取取取取取取取時間と空間を切り取るるるるるるるるるるる

イイイイイイイイイイママママママママママジジジジジジジジジジネネネネネネネネネネーーーーーーーーーーシシシシシシシシシショョョョョョョョョョンンンンンンンンンンのののののののののの創創創創創創創創創創造造造造造造造造造造芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸イマジネーションの創造芸術術術術術術術術術術術

小野田 填さん

(9) 広報いたくら　Ｈ22．７．１ �楽しい情報や話題などお気軽にお寄せください。
�82- 1111　�82- 1300　�k- j ouhou@t own. i t akur a. gunma. j p

い
昭
和　

年
ご
ろ
の
学
生
の
時
に

25

初
め
て
カ
メ
ラ
を
手
に
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
写
真
へ
の
興
味
は

増
す
ば
か
り
と
な
り
、　

歳
の
時

33

に
尾
瀬
を
訪
れ
て
か
ら
は
、
改
め

て
写
真
の
魅
力
に
と
り
つ
か
れ
て

い
き
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
の
情
熱

は
、
写
真
集
『
尾
瀬
に 
惹 
か
れ
て
』

ひ

に
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

最
近
の
作
品
は
、
渡
良
瀬
遊
水

地
や
、
旗
川
（
渡
良
瀬
川
支
流
）

を
撮
っ
た
も
の
が
多
く
あ
り
ま

す
。
悠
々
と
流
れ
る
水
や
、
い
つ

か
ら
そ
こ
に
座
っ
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
大
木
な
ど
、
そ
れ
ら
は
ま
っ

た
く
自
然
そ
の
も
の
で
あ
る
の

に
、
小
野
田
さ
ん
の
目
で
と
ら
え

た
風
景
は
、
時
に
い
き
い
き
と
生

命
力
に
あ
ふ
れ
、
時
に
幻
想
的

で
、
私
た
ち
を
ど
こ
か
違
う
世
界

へ
と
い
ざ
な
っ
て
く
れ
ま
す
。
今

回
見
せ
て
い
た
だ
い
た
写
真
集

「
水
の
音
韻
」で
は
そ
う
い
う
作
品

と
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

人
と
の
出
会
い

　

小
野
田
さ
ん
は
、
写
真
を
通
じ

て
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
出
会
い
ま
し

た
。
特
に
、
今
で
は
師
と
仰
ぐ
国

画
会
会
員
の 
小  
澤  
俊  
樹 
先
生
と
の

お 
ざ
わ 
と
し 
き

出
会
い
は
、
作
品
に
大
き
な
影
響

を
与
え
ま
し
た
。
そ
の
師
か
ら
は

「
自
然
の
ア
ー
ト
ハ
ン
タ
ー
」と
賛

辞
を
頂
い
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

小
野
田
さ
ん
は
「
芸
術
と
は
、

い
つ
も
同
じ
で
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
。
よ
り
高
み
へ
と
進
化
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た

め
に
は
、
仲
間
た
ち
の
作
品
を
互

い
に
批
評
や
批
判
も
す
る
し
、
時

に
は
議
論
も
交
わ
す
」
ま
た
、「
板

倉
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
芸
術
家

た
ち
と
、
話
し
合
う
よ
う
な
場
を

持
ち
た
い
。
そ
し
て
、
町
民
の
か

た
が
た
に
も
、
多
い
に
芸
術
に
興

味
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

語
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
写
真
に
夢
中
に
な
っ
て
い
る

と
き
が
、
一
番
幸
せ
だ
」
と
う
れ

し
そ
う
に
話
す
小
野
田
さ
ん
の
目

は
、
カ
メ
ラ
を
初
め
て
手
に
し
た

少
年
の
時
の
よ
う
に
キ
ラ
キ
ラ
と

輝
い
て
い
ま
し
た
。

■レポーター

広報編集委員

栗原順子

　

ま
た
、
５
月
に
お
配
り
し
た
、

「
わ
か
り
や
す
い
予
算
書
」の
１
５

０
〜
１
５
２
ペ
ー
ジ
に
か
け
て
ご

み
の
出
し
方
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
そ
ち
ら
も
参
照
し
て
く

だ
さ
い
。

　

粗
大
ご
み
は
、
も
の
に
よ
っ
て

そ
の
ま
ま
で
は
受
け
入
れ
が
で
き

な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
左
記
の

「
出
し
方
」は
一
部
の
例
に
な
り
ま
す
。

　

町
民
の
か
た
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

出
し
方

○
た
ん
す
や
机
な
ど
の
木
製
家
具

　

長
さ
１
ｍ
程
度
の
板
状
に
解
体

し
、
ガ
ラ
ス
・
金
属
・
照
明
器
具

は
取
り
外
し
て
く
だ
さ
い
。

○
大
型
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

　

金
属
部
分
な
ど
を
完
全
に
取
り

外
し
て
く
だ
さ
い
。

○
座
い
す
、
ソ
フ
ァ
ー
な
ど

金
属
や
木
材
部
分
を
取
り
除
い
て

か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

資
源
化
セ
ン
タ
ー

�
　

ー
５
３
７
１
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三 み  
浦   
う
ら
 
健  
准
教
授

た
け
し

東
洋
大
学　

応
用
生
物
科
学
科

極
限
環
境
の
微
生
物
ト
レ
ジ
ャ
ー
ハ
ン
タ
ー

研究内容について―
　三浦准教授は、地球環境を守りながら｢持続
可能な発展」を可能とするための研究をしてい
ます。例えば、地殻内や深海にいる生物資源
（極限環境微生物）を用いて、新バイオエネル
ギーを生産するための有用微生物の発見・応
用・開発研究を行っています。
板倉町は微生物の宝庫! !
　先生は深海や地殻から土を採取し、その中の
微生物から生活に役立つものを探しています。
　それらの極限環境には多くの有用微生物が生
存しているからです。そして驚くことに、板倉
町も微生物の宝庫なのです。駿河湾地下２００
ｍで採取した土と同じように、板倉でも１ｇあ
たり１千万もの菌がいました。実は板倉町のあ
る群馬県は、温泉や湿地帯などさまざまな自然
環境に囲まれるため、研究する場所としてベス
トな場所だったのです。
微生物を有効に共有するために
　地球深部探査船“ちきゅう”に乗船したとき
の体験話では、深いところほど菌（微生物）が
いたり、採った菌が酸素を好む菌であったり
と、聞いて驚くことばかりでした。
　『トレジャーハンター』として、有用微生物を
利用し、菌の「バイキン」のイメージを払 拭 し

しょく

ながら、最終目標として新たなバイオエネル
ギーをつくりたいと三浦准教授は考えていま
す。そして『微生物バンク』という壮大な計画
へ、板倉町で夢から現実へと取り組んでいます。
■レポーター　広報編集委員　関根　茂

■主な研究テーマ
・未知生物圏からの新たな生物資源（極限環境微　
　生物）の発見・応用・開発研究
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◆
申
込
先
・
受
付

　

７
月
１
日　

〜
(木)

※
各
公
民
館
及
び
海
洋
セ
ン
タ
ー

へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。（
月
曜
日
・
祝
日
は
休
館
日
、

月
曜
祝
日
の
場
合
は
火
曜
も
休
館
）

　

中
央
公
民
館

◆
親
子
料
理
教
室

期
日　

８
月
７
日　
(土)

時
間　

午
前
９
時　

分
〜

30

内
容　

夏
に
お
い
し
い
！
親
子
で

簡
単
に
で
き
る
料
理

講
師　

食
生
活
改
善
推
進
員

対
象　

小
学
生
の
親
子　

組　

名

15

30

費
用　

一
人　

２
０
０
円

持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん
・

タ
オ
ル

申
込
期
限　

７
月　

日　
29

(木)

　

東
部
公
民
館

◆
英
語
で
遊
ぼ
う

期
日　

７
月　

日　

・　

日　

・

22

(木)

27

(火)

　

日　

・
８
月
３
日　

・
５
日　

29

(木)

(火)

(木)

（
全
５
回
）

時
間　

午
後
１
時　

分
〜

30

講
師　

ド
ナ
ル
ド
先
生

　
　
　

マ
ー
ク
先
生

対
象　

町
内
小
学
生　

名
20

参
加
費　

無
料

持
参
品　

水
筒

◆
健
康
ハ
イ
キ
ン
グ
教
室

日
時　

８
月　

日　

午
前
８
時
集

22

(日)

合
出
発

研
修
先　

日
光
方
面
（
戦
場
ヶ
原
・

小
田
代
々
原
）

講
師　

板
倉
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ

会
員

対
象　

一
般
成
人　

名
25

乗
り
物　

バ
ス
（
レ
ン
タ
カ
ー
）

参
加
費　

２，
５
０
０
円

持
参
品　

弁
当
、
飲
み
物
、
雨
具

申
込
期
限　

７
月　

日　
22

(木)

※
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、
電

車
を
利
用
し
ま
す
。

◆
お
話
し
会
を
開
催

・
た
ん
ぽ
ぽ
お
は
な
し
会

日
時　

７
月　

日　
10

(土)

　
　
　

午
前　

時　

分

10

30

内
容　

読
み
聞
か
せ
と
工
作

場
所　

中
央
公
民
館
和
室

中央公民館　  �82- 2435 �82- 2436

東部公民館     �82- 1241 �80- 4047

南部公民館     �82- 1424 �82- 1943

北部公民館     �77- 1855 �77- 1854

海洋センター      �82- 0858 �82- 0899

わたらせ自然館       �82- 1935 �82- 0664

SSSSSTTTTTEEEEEPPPPP!!!!!STEP!         
教教教教教育育育育育委委委委委員員員員員教育委員会会会会会会

 Li f e s t udy

あなたに役立つ
生涯学習のページ

The s t ep Boar d of  Educat i on

公
民
館

　

受
講
生
募
集

各
公
民
館

　

イ
ベ
ン
ト
情
報

　

町
内
に
は
、
原
始
時
代
よ
り

人
々
が
住
み
着
い
た
「 
証 
」（
遺

あ
か
し

跡
）
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

遺
跡
か
ら
は
多
く
の
土
器
や
装

飾
品
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

文
化
財
資
料
館
（
西
小
学
校
の

旧
校
舎
）
の
貴
重
な
展
示
品
を

特
別
展
示
を
い
た
し
ま
す
。
是

非
、
一
度
、
古
代
人
の
生
活
を

の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

期
間　

８
月
１
日　

〜　

日　

(日)

31

(火)

場
所　

中
央
公
民
館
２
Ｆ
ロ
ビ
ー

板
倉
町
の
遺
跡

ドジョウつかみ 〜
文
化
財
資
料
館
特
別
展
示
〜

日時　７月31日(土)午後３時と４
時に実施
場所　いたくら祭り
会場ふれあい通り
対象　幼児～中学生
参加費　無料
主催　町子ども会育成会連絡協議会

～手づかみで取り放題！～

◆町民スポーツ
　フェスティバル

広報いたくら　Ｈ22．７．１(11)

・
か
や
の
木
お
は
な
し
会

日
時　

７
月　

日　
10

(土)

　
　
　

午
前　

時
10

内
容　

読
み
聞
か
せ
と
工
作

場
所　

東
部
公
民
館
会
議
室

・
さ
く
ら
が
お
か
お
は
な
し
会

日
時　

７
月　

日　
17

(土)

　
　
　

午
前　

時　

分

10

30

内
容　

絵
本
・
紙
芝
居
・
手
遊
び

や
ゲ
ー
ム

場
所　

北
部
公
民
館
和
室

◆
子
ど
も
映
画
上
映
会

日
時　

７
月　

日　
18

(日)

　
　
　

午
前　

時
〜

10

上
映
映
画　

ピ
ー
タ
ー
パ
ン

上
映
時
間　

１
時
間　

分
17

場
所　

中
央
公
民
館
視
聴
覚
室

対
象　

園
児
〜
小
学
生
３
年
生

定
員　
　

名
（
先
着
順
）

30

料
金　

無
料

申
込
先　

中
央
公
民
館

◆
サ
ン
デ
ー
ク
ラ
ブ
写
真
展

期
間　

７
月
７
日　

〜　

日　

(水)

27

(火)

場
所　

中
央
公
民
館
２
Ｆ
ロ
ビ
ー

出
展　

サ
ン
デ
ー
ク
ラ
ブ

期
間　

７
月
１
日　

〜
８
月　

日　

(木)

31

(火)

利
用
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

利
用
料
金

　

幼
児
（
３
歳
以
上
）　

無
料

　

小
・
中
学
生　
　
　
　

円
50

　

高
校
生
以
上　

１
０
０
円

注
意
事
項

①
小
学
校
３
年
生
以
下
の
場
合

は
、
保
護
者
同
伴
。

②
水
泳
用
帽
子
・
ゴ
ー
グ
ル
は
必

ず
着
用
。

　
　

月
５
日　

に
開
催
さ
れ
る
群

10

(火)

馬
県
市
町
村
対
抗
ゴ
ル
フ
選
手
権

へ
の
出
場
者
３
名
を
決
め
る
予
選

会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

８
月
１
日　
(日)

場
所　

板
倉
ゴ
ル
フ
場
（
プ
レ
ー

費
等
は
自
己
負
担
）

対
象　

町
内
在
住
の
方

選
出
人
数　

上
位
３
名
を
推
薦

申
込
期
限　

７
月　

日　

ま
で
に

11

(日)

電
話
に
て
海
洋
セ
ン
タ
ー
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

参
加
者
募
集

　

ゴ
ル
フ
選
手
権
町
予
選
会

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル

◆おもしろ昆虫教室

日時　７月10日(土)

　　　午前10時30分～正午

対象　小学生以下（２年生

以下は父兄同伴）

募集人員　30名（先着順）

参加費　無料

申込期限　７月８日(木)

◆親子遊水地スタンプラリー

期日　７月15日(木)～８月21日(土)

時間　午前９時～午後４時30分

参加費　無料

特典　１．自転車無料貸出

　　　２．スタンプ完了者

　　　　　には粗品贈呈

受付　わたらせ自然館（親

子以外の一般参加も可）

◆ 松  岡 
まつ おか

 理  枝 コンサート
り え

　「Let M E Sing!」in W atarase vol.2

期日　７月25日(日)

時間　午後２時開演

内容　童謡、歌謡曲、クラシック、ミュージカ

ルナンバー等幅広いジャンルの音楽

入場料　大人　１，５００円

　　　　小人　　　５００円（中学生以下）

チケット販売　町内の各公民館及びわたらせ自

然館（わたらせ自然館のみ電話予約可）

◆世界の蝶展

期日　７月29日(木)

　　　　～８月18日(水)

時間　午前９時～午後５時

※最終日は午後４時まで

入館料　無料

わたらせ自然館
イベント情報

公民館に集まろう！

７月21日(水)・28日(水)
８月４日(水)・11日(水)

町内各公民館で開催

～自主学習と体験教室～

体験教室の内容は、町ホーム

ページをご覧ください。

　

平
成
８
年　

月
か
ら
平
成　

12

22

年
３
月
ま
で
の
約　

年
間
に
わ

13

た
り
板
倉
町
教
育
委
員
と
し
て

務
め
ら
れ
ま
し
た 
松  
本 

ま
つ 
も
と 
吉  
雄 
さ

よ
し 
お

ん
（
海
老
瀬
）
が
、
全
国
市
町

村
教
育
委
員
会
連
合
会
か
ら
功

労
者
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。
松
本
さ
ん
は
板
倉
町
教
育

委
員
長
と
し
て
も
３
年
間
務
め

ら
れ
、
町
教
育
行
政
に
多
大
な

貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
行
政
に
ご
尽
力
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《広告》《広告》

　

町
か
ら
国
民
健
康
保
険
税
、
介

護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
の
納
税
通
知
書
が
届
き
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
を
運
用
し

て
い
く
た
め
の
大
切
な
保
険
料
で

す
。
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

○
国
民
健
康
保
険
税

　

７
月
中
旬
に
納
税
通
知
書
が
届

き
ま
す
。
納
付
方
法
が
普
通
徴
収

（
現
金
ま
た
は
口
座
振
替
）と
特
別

徴
収（
年
金
か
ら
の
引
き
落
と
し
）

が
あ
り
ま
す
の
で
納
税
通
知
書
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
次
の
場
合
ご
相
談
く
だ
さ
い
】

①
年
金
か
ら
の
引
き
落
と
し
を
中

止
に
し
た
い
か
た

②
リ
ス
ト
ラ
に
よ
り
離
職
し
、
国

民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
る
か
た

③
夫
が
社
会
保
険
か
ら
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
に
移
行
し
た
こ
と
に

よ
り
、
妻
が
国
民
健
康
保
険
に
加

入
さ
れ
る
か
た

※
②
と
③
に
つ
い
て
は
、
軽
減
の

対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
介
護
保
険
料

　

７
月
中
旬
に
普
通
徴
収
（
現
金

ま
た
は
口
座
振
替
）
が
、　

月
上

10

旬
に
特
別
徴
収
（
年
金
引
き
落
と

し
）の
納
税
通
知
書
が
届
き
ま
す
。

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　

７
月
中
旬
に
普
通
徴
収
（
現
金

ま
た
は
口
座
振
替
）
が
、
８
月
上

旬
に
特
別
徴
収
（
年
金
引
き
落
と

し
）の
納
税
通
知
書
が
届
き
ま
す
。

　

後
期
保
険
料
の
年
金
か
ら
の
引

き
落
と
し
を
中
止
に
し
た
い
か
た

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

課
税
係

�
内
線
２
１
２
・
２
１
３

・
重
度
の
障
害
者

※
所
得
、
年
金
受
給
な
ど
に
よ
り

支
給
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
請
及
び
手
当
の
支
給

　
　

月　

日
ま
で
に
申
請
し
た
場
合

11

30

○
７
月　

日
ま
で
に
支
給
要
件
に

31

　

該
当
し
て
い
る
か
た　

　
（
８
月
分
か
ら
）

○
８
月
１
日
〜　

月　

日
ま
で
に

11

30

　

支
給
要
件
に
該
当
し
た
か
た

　
（
要
件
に
該
当
し
た
日
の
翌
月

　

分
か
ら
）

※　

月　

日
を
過
ぎ
る
と
、
申
請

11

30

の
翌
月
分
か
ら
の
支
給
に
な
り
ま
す
。

手
当
額　

月
額
９，
８
５
０
円
〜

４
１，
７
２
０
円

申
請
先
・
問
合
せ

福
祉
係

�
内
線
３
１
１

　

板
倉
町
「
高
齢
者
カ
ー
ド
」
が

５
月
か
ら
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

路
線
バ
ス
利
用
時
に
「
高
齢
者

カ
ー
ド
」
で
年
齢
確
認
を
さ
れ
て

い
た
か
た
は
、
他
の
身
分
証
明
書

（
健
康
保
険
証
な
ど
）で
の
対
応
ま

た
は
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
で
お

願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

介
護
高
齢
係

�
内
線
３
２
３

　

パ
ス
ポ
ー
ト
は
、
県
の
パ
ス

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
５
カ
所（
前
橋
、

高
崎
、
太
田
、
沼
田
、
中
之
条
）

で
発
給
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
板

倉
町
で
は
、
県
か
ら
の
権
限
移
譲

の
一
環
と
し
て
、　

月
１
日
か
ら

10

発
給
事
務
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
申
請
・
交
付
な
ど
の
詳
細

に
つ
き
ま
し
て
は
、
改
め
て
広
報

紙
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ　

戸
籍
年
金
係　

�
内
線
２
３
２

　

児
童
扶
養
手
当
法
が
改
正
さ

れ
、
支
給
対
象
が
母
子
家
庭
ま
た

は
養
育
者
に
加
え
、
父
子
家
庭
な

ど
の
父
に
も
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

対
象　

次
の
両
方
に
該
当
す
る
児

童
を
監
護
し
、
か
つ
、
生
計
を
同

じ
く
し
て
い
る
父
子
家
庭
な
ど
の
父

①　

歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初

18
の
３
月　

日
ま
で
の
間
に
あ
る

31

（
障
害
児
の
場
合
は　

歳
未
満
）

20

②
母
が
次
の
い
ず
れ
か
の
状
況
に

あ
る

・
離
婚

・
死
亡
ま
た
は
生
死
不
明

　

月
か
ら
旅
券
の
発
給

10窓
口
が
変
更
に
な
り
ま
す

お
知
ら
せ

各
種
納
税
通
知
書
が

届
き
ま
す

父
子
家
庭
な
ど
へ
の
児
童

扶
養
手
当
の
支
給
開
始

「
高
齢
者
カ
ー
ド
」
が

廃
止
に
な
り
ま
し
た

(13) 広報いたくら　Ｈ22．７．１

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

は
、
家
庭
・
学
校
・
職
場
及
び
地

域
社
会
が
力
を
あ
わ
せ
、
犯
罪
や

非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た

ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全

国
的
な
運
動
で
す
。

　

町
で
は
、
７
月
１
日
か
ら　

日
31

ま
で
の
１
か
月
間
、
全
国
一
斉
に

展
開
さ
れ
る
「
第　

回
社
会
を
明

60

る
く
す
る
運
動
」
に
併
せ
、
保
護

司
・
更
生
保
護
女
性
会
の
か
た
が

た
を
中
心
に
、
こ
の
運
動
を
展
開

し
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
運
動
に
併

せ
、
行
政
区
長
を
通
じ
て
、
こ
の

運
動
を
支
え
る「
社
会
浄
化
募
金
」

を
募
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

募
金
額　

１
０
０
円
以
上
（
一
世

帯
当
た
り
）

問
合
せ　
 
福
祉
係

�
内
線
３
１
１

　

精
神
疾
患
や
認
知
症
に
つ
い
て

は
も
ち
ろ
ん
、「
対
人
関
係
が
う

ま
く
い
か
な
い
」「
他
人
や
家
族
に

ひ
ど
く
暴
力
的
に
対
応
し
て
し
ま

う
」「
何
も
や
る
気
に
な
ら
ず
、
外

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
開
催

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

道路に張り出している
樹木の伐採のお願い

　道路や歩道
への枝の張り
出しや倒木に
より、通行の
障害になって
いる箇所が見
受けられま
す。これらが
原因で、歩行
者や自動車な
どに事故が発生した場合には、樹木
の所有者の責任を問われる場合があ
ります。（民法７１７条、道路法43条）
　このような状況が見られる土地の
所有者の皆さんは、樹木の伐採や枝
払いをお願いします。
作業時の注意事項
・電線や電話線がある箇所の作業
は、事前に東京電力㈱やＮＴＴに連
絡して立ち会いのもとで行ってくだ
さい。
・通行車両や歩行者の安全確保と、
樹木からの転落防止などに十分ご注
意ください。
問合せ
○館林土木事務所　施設管理係
�７２－４３５５
○建設係
�内線４３２

出
も
ま
ま
な
ら
な
い
」
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
心
の
不
安
や
心
配
ご
と

の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

（
ご
家
族
だ
け
で
の
相
談
も
可
）

※
相
談
は
精
神
科
医
師
と
の
個
別

相
談
で
予
約
制
に
な
り
ま
す
。

日
時　

７
月　

日　
28

(水)

　
　
　

午
後
１
時　

分
30

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

担
当　
 
後  
藤  
幸  
彦 
医
師
（
つ
つ
じ

ご 
と
う 
ゆ
き 
ひ
こ

メ
ン
タ
ル
ホ
ス
ピ
タ
ル
院
長
）

申
込
先
・
問
合
せ　

福
祉
係

�
内
線
３
１
２

　

国
民
年
金
に
は
、
所
得
が
少
な

く
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
に
、
一
定
の
基
準
に
よ
り

保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、　

歳
未
満
の
か

30

た
に
は
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
る
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
が
あ

り
ま
す
。

　

保
険
料
の
免
除
ま
た
は
若
年
者

納
付
猶
予
の
申
請
は
、
原
則
と
し

て
毎
年
必
要
で
す
。

　

今
ま
で
全
額
免
除
ま
た
は
若
年

者
納
付
猶
予
の
承
認
を
受
け
て
お

り
継
続
申
請
を
し
て
い
な
い
か

た
、
一
部
免
除
の
承
認
を
受
け
て

い
た
か
た
は
、
６
月
で
承
認
期
間

が
切
れ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
免

除
な
ど
を
希
望
す
る
場
合
に
は
申

請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
忘
れ
ず

に
役
場
で
申
請
の
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

太
田
年
金
事
務
所
国
民

年
金
課

�
　

－

３
７
１
６

49

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除

申
請
は
毎
年
必
要
で
す

○水道料金納入地区　14区の一部～29区

○水道料金口座振替日　７月26日（月）

電話当 番 店曜日日月

82- 1856高田管工設備土３

７

77- 0358㈲長谷川設備日４

82- 2982土橋設備土10

82- 2152㈲佐山設備日11

82- 0537㈲根岸工業土17

77- 0057宇治川管工日18

82- 1025㈲鈴木設備祝19

82- 0027㈲岩崎設備土24

82- 0001㈲しんえい設備日25

82- 0095山岸管工設備土31

82- 0261㈲小倉設備日１

８

77- 0057宇治川管工土７

82- 1856高田管工設備日８

77- 0358㈲長谷川設備土14

82- 2982土橋設備日15

　

平
成　

年
８
月
に
景
観
行
政
団

20

体
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
に
地
区
別

懇
談
会
、
策
定
委
員
会
の
開
催
な

ど
景
観
法
に
基
づ
く
風
景
計
画
の

策
定
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
こ

の
度
、
風
景
計
画
を
策
定
し
ま
し

た
の
で
縦
覧
い
た
し
ま
す
。

縦
覧
場
所　

板
倉
町
役
場　

都
市

建
設
課

運
用
開
始
日　
　

月
１
日

10

問
合
せ　

都
市
計
画
係

�
内
線
４
２
２

板
倉
町
風
景
計
画
を

策
定
し
ま
し
た
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７
月　

日　

か
ら
８
月
１
日　

30

(金)

(日)

ま
で
夏
の
分
譲
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
し
ま
す
。

所
在
地　

朝
日
野
４
丁
目
南
地
区

分
譲
区
画
数　
　

区
画

57

面
積　

２
０
１
・
１
４�
〜

５
９
６
・
７
６�
 

分
譲
価
格　

７
５
２
万
円
台
〜

１，
９
７
１
万
円
台

ご
成
約
プ
レ
ゼ
ン
ト　

５
万
円
分

の
ク
オ
カ
ー
ド

申
込
方
法　

所
定
の
申
込
用
紙
に

記
入
し
、
板
倉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
販

売
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

申
込
用
紙
配
布
場
所　

板
倉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
販
売
セ
ン
タ
ー

定
休
日　

火
・
水
曜
日

※
申
込
受
付
は
先
着
順
に
な
り
ま
す
。

◎
個
人
紹
介
制
度

　

親
せ
き
や
知
人
な
ど
、
お
知
り

合
い
の
か
た
に
板
倉
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
、
か
つ
土

地
を
購
入
し
て
い
た
だ
い
た
紹
介

者
へ
紹
介
料
と
し
て　

万
円
を
差

10

し
上
げ
ま
す
。

対
象
者　

町
内
在
住
の
か
た

紹
介
有
効
期
限　

紹
介
し
て
い
た

だ
い
た
日
か
ら
１
年
間

※
ほ
か
の
制
度
と
併
用
し
て
利
用

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
先
・
問
合
せ

板
倉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
販
売
セ
ン
タ
ー

�
０
１
２
０－
　

－

４
０
５
１

70

　　

総
務
省
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ

ン
タ
ー
（
デ
ジ
サ
ポ
）
で
は
、
民

間
の
集
合
住
宅
に
お
い
て
、
共
聴

施
設
が
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
対

応
し
て
い
る
か
ど
う
か
の
確
認
を

　

先
の
大
戦
に
お
い
て
、
外
地
な

ど
（
事
変
地
の
区
域
ま
た
は
戦
地

の
区
域
）
に
派
遣
さ
れ
、
戦
時
衛

生
勤
務
に
従
事
さ
れ
た
旧
日
本
赤

十
字
社
救
護
看
護
婦
及
び
旧
陸
海

軍
従
軍
看
護
婦
の
か
た
（
慰
労
給

付
金
受
給
者
は
除
く
）に
対
し
て
、

そ
の
ご
苦
労
に
報
い
る
た
め
内
閣

総
理
大
臣
名
の
書
状
を
贈
呈
し
て

お
り
ま
す
。

　

ご
本
人
ま
た
は
、
ご
家
族
な
ど

か
ら
の
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

請
求
期
限　

平
成　

年
３
月　

日　

23

31

(木)

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
合
せ　

総
務
省
大
臣
官
房
総
務

課
管
理
室

�
　

－

５
２
５
３－

５
１
８
２

03

�
　

－
５
２
５
３－

５
１
９
０

03

無
料
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

集
合
住
宅
の
所
有
者
や
管
理
者

の
か
た
か
ら
の
申
込
み
が
必
要
で

す
が
、
集
合
住
宅
に
お
住
ま
い
の

か
た
で
地
デ
ジ
対
応
か
ど
う
か
ご

不
明
な
場
合
は
ぜ
ひ
、
所
有
者
な

ど
に
ご
相
談
の
う
え
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

対
象
者　

民
間
集
合
住
宅
の
所
有

者
、
管
理
者
、
管
理
組
合
な
ど

受
付
期
限　

８
月　

日　
31

(火)

※
予
算
の
範
囲
内
で
実
施
す
る
た

め
、
予
算
の
上
限
に
達
し
た
時
点

で
申
請
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

申
込
方
法　

デ
ジ
サ
ポ
が
配
布
す

る
申
込
書
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
、
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
申

込
み
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
込
先
・
問
合
せ　

〒
１
０
７－

０
０
６
１

東
京
都
渋
谷
区
神
山
町　

－

２

16

ｂ
ｉ
ｔ
Ｃ
ｕ
ｂ
ｅ
ビ
ル
３
Ｆ

総
務
省
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン

タ
ー
統
括
本
部　

集
合
住
宅
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
事
務
局

�
　

－

５
７
３
８－

５
３
４
７

03

�
　

－

５
７
３
８－

５
２
９
３

03
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総
務
省
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン

タ
ー
（
デ
ジ
サ
ポ
）

内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状

贈
呈
し
ま
す

　　　

借
り
す
ぎ
・
貸
し
す
ぎ
を
防
ぐ

た
め
、
貸
金
業
法
が
大
き
く
変
わ

り
ま
し
た
。

　

６
月　

日
に
改
正
法
が
完
全
施

18

行
さ
れ
、
借
入
残
高
が
年
収
の
３

分
の
１
を
超
え
る
場
合
、
新
規
の

借
入
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

借
金
の
返
済
は
1
人
で
悩
ま

ず
、
お
早
め
に
相
談
を
し
て
く
だ

さ
い
。

相
談
先
（
多
重
債
務
相
談
窓
口
）

▼
平
日

関
東
財
務
局
前
橋
財
務
事
務
所

�
０
２
７－

２
２
１－

４
４
９
５

※
時
間
は
、
午
前
８
時　

分
〜
午

30

後
４
時　

分
（
正
午
〜
午
後
１
時

30

除
く
）

▼
平
日
・
休
日

群
馬
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

�
０
２
７－

２
２
３－

３
０
０
１

※
時
間
は
、
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
（
正
午
〜
午
後
１
時
除
く
）

貸
金
業
法
が

大
き
く
変
わ
り
ま
す

集
合
住
宅
の
地
デ
ジ
対
応

確
認
を
無
料
実
施

お
知
ら
せ

板
倉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

夏
の
分
譲
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

(15) 広報いたくら　Ｈ22．７．１

サイエンスカフェ開催
暮らしに役立つ科学

　身近なテーマを

選び、科学につい

てわかりやすくお

話します。気軽な

雰囲気で科学を楽

しんでください。

日時　７月２６日（月）　　

　　　午後５時30分～６時30分

場所　館林市民レストラン栄（城町）

　　　（館林市役所隣）

テーマ　「自然の恵みの一杯を醸し

出す～ビール醸造工程について～」

講師　 岡  山 
おか やま

 哲  也 氏（キリンビール㈱
てつ や

技術開発部　酒類技術開発センター ）

参加費　無料

申込み　当日会場へ

対象　どなたでも参加大歓迎

主催　東洋大学生命科学部・板倉

町・館林市

※７月の次の開催は、10月の予定で

す。詳細につきましては、広報紙に

てお知らせしますので、どうぞご期

待ください。

問合せ　

○東洋大学板倉事務部教学課

�８２－９１３８

○企画調整係（役場内）

�内線１４２

だ
れ
で
も
無
理
な
く
参
加
で
き
ま
す
。

日
時　

７
月　

日　
　

14

(水)

　
　
　

午
後
１
時

場
所　

東
部
公
民
館

内
容　
「
音
楽
療
法　

〜
音
楽
の

持
つ
力
を
使
っ
て
、
心
や
体
を
元

気
に
〜
」

講
師　
 
猪  
之  
良  
高  
明 
さ
ん
（
音
楽

い 

の 

ら 
た
か 
あ
き

療
法
士
）　

日
時　

７
月　

日　
　

21

(水)

　
　
　

午
後
１
時　

分
３０

場
所　

南
部
公
民
館

内
容　
「
安
全
・
快
適
ラ
イ
フ
の

秘
訣　

〜
排 
泄 
福
祉
用
具
の
選
び

せ
つ

方
・
使
い
方
〜
」

講
師　
 
千  
本  
木  
崇  
行 
さ
ん
（
福
祉

せ
ん 
ぼ
ん 
ぎ 
た
か 
ゆ
き

用
具
専
門
相
談
員
）

そ
の
他　

事
前
の
申
込
み
は
不
要

※
内
容
は
毎
月
変
更
し
ま
す
。

問
合
せ　

介
護
高
齢
係

�
内
線
３
２
３

　

平
成　

年
度
の
「
下
水
道
排
水

20

設
備
工
事
責
任
技
術
者
」
資
格
の

制
度
改
正
に
よ
り
資
格
の
有
効
期

限
が
５
年
と
定
め
ら
れ
、
平
成　
19

年
度
以
前
に
資
格
を
取
得
し
た
責

任
技
術
者
は
、
改
正
に
伴
う
経
過

措
置
と
し
て
の
講
習
の
受
講
が
必

要
と
な
り
ま
し
た
。
講
習
を
受
講

し
な
い
と
資
格
が
失
効
と
な
り
ま

す
。
町
内
の
指
定
工
事
店
に
つ
い

て
は
、
自
社
の
責
任
技
術
者
の
資

格
更
新
の
状
況
な
ど
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

対
象
者　
�
日
本
下
水
道
協
会
群

馬
県
支
部
よ
り
通
知
が
郵
送
さ
れ

ま
す
。

申
込
期
間　

７
月
１
日　

〜　

日　

(木)

30

(金)

受
講
日　

８
月　

日　

ま
た
は

27

(金)

９
月　

日　
24

(金)

問
合
せ　

上
下
水
道
係

�
内
線
２
４
４

　

知
っ
て
得
す
る
健
康
情
報
や
が

ん
ば
っ
て
い
る
自
分
に
気
分
転
換

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

お
ひ
と
り
さ
ま
の
老
後
を
安
心

し
て
迎
え
る
た
め
に 
、
世
代
を
問

わ
ず
知
っ
て
お
き
た
い
基
礎
知
識

と
お
金
も
身
寄
り
も
な
い
社
会
的

弱
者
を
救
う
活
動
の
実
際
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

日
時　

７
月
７
日　
(水)

　
　
　

午
後
１
時　

分
〜
３
時

30

場
所　

中
央
公
民
館

テ
ー
マ　
「　

代
か
ら
始
め
る
ひ
と

60

り
上
手
な
生
き
方
」

講
師　
 
塚  
田  
一  
晃 
先
生
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

つ
か 
だ 
か
ず 
あ
き

法
人 
三  
松 
会
）　

さ
ん 
し
ょ
う

受
講
料　

無
料

定
員　

１
０
０
名

対
象
者　

ど
な
た
で
も
参
加
可

問
合
せ　

介
護
高
齢
係

�
内
線
３
２
３

　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

（
中
退
協
制
度
）は
、中
小
企
業
で

働
く
従
業
員
の
た
め
に
設
け
ら
れ

た
外
部
積
立
型
の
国
の
退
職
金
制

度
で
す
。

　

安
全
・
確
実
で
、管
理
が
簡
単

な
国
の
制
度
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

○
適
格
退
職
金
制
度
か
ら
の
移
行

先
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

○
掛
金
の
一
部
を
、国
が
助
成
し

ま
す
。

○
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
か
た
も
加

入
で
き
ま
す
。

※
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
の

し
く
み
や
加
入
条
件
な
ど
、詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

板
倉
町
商
工
会

�
　

－

０
２
２
４

82
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

中
小
企
業
の
退
職
金

催
し
・
募
集

健
康
の
鉄
人
教
室

開
催
し
ま
す

賢
く
美
し
く
生
き
る
た
め

の
大
人
塾
参
加
者
募
集

期日　10月24日（日）
場所　上武大学伊勢崎キャンパス
          （伊勢崎市戸谷塚町）
受験資格　保健・医療・福祉の分野
で５年以上の実務経験があるかた
申込期間　７月５日（月）～７月30日（金）
申込方法　所定の申込用紙
　　　　　（郵送のみ）
申込書配布場所
○県社会福祉協議会
○県庁介護高齢課
○県中部福祉事務所及び保健福祉事
務所
○県内各市役所・町村役場
申込先・問合せ
県社会福祉協議会福祉人材課
�０２７－２８０－４１０７

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
更
新
講
習

介護支援専門員実務研修
受講試験の実施について



( 16)�板倉町役場　�８２－１１１１　�８２－１３００　�k- j ouhou@t own. i t akur a. gunma. j p

　

東
部
県
民
局
で
は
、
東
毛
地
域

の
観
光
地
の
魅
力
を
県
内
外
に
広

く
発
信
す
る
た
め
、
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
す
。

募
集
写
真　

フ
ァ
ミ
リ
ー
体
験
写

真（
東
毛
地
域
の
観
光
地
で
家
族
、

親
戚
、
友
人
な
ど
で
遊
ぶ
、
学
ぶ
、

食
べ
る
な
ど
の
体
験
を
し
て
い
る

表
情
豊
か
な
ス
ナ
ッ
プ
写
真
）

サ
イ
ズ　

Ｌ
判
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト

応
募
方
法　

住
所
、
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、
電
話
番
号
、
題
名
、
撮
影

場
所
、
撮
影
年
月
日
を
記
載
し
た

も
の
を
写
真
に
添
え
て
応
募
先
に

お
送
り
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限　

９
月　

日　
30

(木)

※
最
優
秀
賞
１
点
、
優
秀
賞
５

点
、
入
選　

点
を
決
定
し
、
賞
状

10

及
び
景
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
応
募
者
の
中
か
ら　

名
の
か

50

た
に
抽
選
で
ぐ
ん
ま
ち
ゃ
ん
グ
ッ

ズ
を
差
し
上
げ
ま
す
。

そ
の
他　

入
賞
作
品
の
著
作
権
は

主
催
者
に
帰
属
し
ま
す
。
入
賞
作

品
は
、
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど

に
使
用
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
細
な
応
募
条
件
な
ど
に
つ
い

て
は
、
電
話
ま
た
は
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
チ
ラ
シ
な
ど
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

申
込
先
・
問
合
せ

東
部
県
民
局
東
部
行
政
事
務
所

〒
３
７
３－

８
５
０
９

太
田
市
西
本
町　

－

　
60

27

�
　

－

２
２
１
５

32

 

http://www.pref.gunma.jp

　

高
齢
者
の
交
通
事
故
を
防
止

し
、　

交
通
安
全
の
普
及
啓
発
を

図
る
た
め
、
３
人
１
組
で
無
事
故

無
違
反
を
目
指
す
、
交
通
安
全
コ

ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
す
。

　

期
間
中
に
無
事
故
無
違
反
を
達

成
し
た
チ
ー
ム
に
「
無
事
故
無
違

反
達
成
証
」
を
贈
呈
す
る
ほ
か
、

抽
選
で
県
内
宿
泊
券
な
ど
を
差
し

上
げ
ま
す
。

期
間　

９
月　

日　

〜　

月　

日　

23

(祝)

12

31

(金)

対
象　

県
内
在
住
で
、
平
成　

年
22

９
月　

日
現
在　

歳
以
上
の
か
た

23

65

を
一
人
以
上
含
む
、
日
常
的
に
自

動
車
ま
た
は
バ
イ
ク
を
利
用
す
る

３
人
で
構
成
さ
れ
た
チ
ー
ム

内
容

○
安
全
運
転
の
部　
 

　

リ
ー
ダ
ー
を
中
心
に
安
全
運
転

の
励
行
に
よ
り
期
間
中
の
無
事
故

無
違
反
を
目
指
す
。
ま
た
、
無
事

故
無
違
反
に
向
け
て
交
通
安
全
へ

の
取
り
組
み
を
行
う
。

○
エ
コ
通
勤
の
部　

　
 
車
の
使
用
を
控
え
、
代
わ
り
に

バ
ス
や
電
車
を
利
用
す
る
。

※
エ
コ
通
勤
の
部
の
み
の
参
加
は

で
き
ま
せ
ん
。

費
用　

無
料

申
込
期
間　

８
月　

日　
31

(火)

申
込
方
法　

所
定
の
申
込
用
紙

※
ぐ
ん
ま
電
子
申
請
等
受
付
シ
ス

テ
ム
（https://www.e-tetsuz

uki99.com/eap-pj/gunma/

） 

か
ら
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

申
込
用
紙
配
布
場
所　

市
役
所
・

町
村
役
場
、
県
内
警
察
署
、
交
通

安
全
協
会
、
県
庁
交
通
政
策
課
、

県
行
政
事
務
所
、
県
行
政
県
税
事

務
所
な
ど

※
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

ww.pref.gunma.jp

）
か
ら
も
入

手
で
き
ま
す
。

申
込
先
・
問
合
せ　

県
庁
交
通
政
策
課

�
０
２
７－

２
２
６－

２
３
８
８

�
０
２
７－

２
２
３－

９
５
１
０

　

館
林
厚
生
病
院
で
は
、
平
成　
23

年
度
採
用
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員　

事
務
員
（
若
干
名
）

応
募
資
格　

日
本
国
籍
の
あ
る
か

た
で
、
昭
和　

年
４
月
２
日
以
降

55

の
生
ま
れ
の
大
学
（
大
学
院
を
含

む
）卒
業
者
及
び
来
春
卒
業
見
込
者

提
出
書
類　

履
歴
書
（
当
院
総
務

課
に
て
配
布
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
参
照
）、
卒
業
証
明
書
（
卒
業
予

定
者
は
、
卒
業
見
込
書
、
成
績
証

明
書
）

試
験　

○
１
次
試
験　

一
般
教
養
試
験
・

適
正
試
験
（
合
格
者
の
み
２
次
試
験
）

○
２
次
試
験　

作
文
・
面
接
試
験

※
試
験
日
に
つ
い
て
は
後
日
応
募

者
に
通
知
し
ま
す
。　

願
書
締
切　

７
月　

日　
30

(金)

給
料　

邑
楽
館
林
医
療
事
務
組
合

初
任
給
基
準
に
よ
り
決
定
し
、
国

家
公
務
員
に
準
じ
た
各
種
手
当
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
込
先
・
問
合
せ　

館
林
厚
生
病
院
総
務
課
人
事
係　

�
　

－

３
１
４
０

72

 

http://www.tatebayashiko

seibyoin.jp

館
林
厚
生
病
院

職
員
募
集
し
ま
す

　
「
微
生
物
を
活
用
し
た
発
酵
食

品
」
を
テ
ー
マ
に
東
洋
大
学
や
企

業
見
学
を
行
い
ま
す
。

日
時　

８
月　

日　
　

午
前
９
時

24

(火)

〜
午
後
４
時

対
象　

館
林
邑
楽
地
域
在
住
の
小

学
生
と
そ
の
保
護
者

募
集
人
数　
　

名
（
応
募
者
多
数

50

の
場
合
は
、
新
規
応
募
者
を
優
先

し
、
そ
の
他
抽
選
）

参
加
費　

無
料

（
昼
食
は
各
自
で
用
意
、
希
望
者

は
東
洋
大
学
の
学
食
も
利
用
で
き

ま
す
）

見
学
先　

東
洋
大
学
板
倉
キ
ャ
ン

パ
ス
・
正
田
醤
油
㈱
館
林
東
工

場
・
カ
ル
ピ
ス
㈱
群
馬
工
場

申
込
方
法　

参
加
者
全
員
の
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名（
ふ
り
が
な
）、

年
齢
（
学
年
）、
電
話
番
号
を
記
入

の
う
え
、
は
が
き
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電

子
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。（
電
子
メ
ー
ル
の
場
合
は
、

件
名
に
「
お
も
し
ろ
ツ
ア
ー
」
と

記
載
）

申
込
期
限　

８
月
３
日　

必
着　

(火)

申
込
先
・
問
合
せ

館
林
行
政
県
税
事
務
所

〒
３
７
４－

０
０
２
９

館
林
市
仲
町　

番　

号

11

10

�
　

－

４
４
１
５

72

�
　

－

７
８
５
８

73

�

tategyou@pref.gunma.jp

親
子
で
お
も
し
ろ

ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

催
し
・
募
集

フ
ァ
ミ
リ
ー
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

高
齢
者
し
あ
わ
せ
ド
ラ
イ
ブ

１
０
０
参
加
者
募
集

(17) 広報いたくら　Ｈ22．７．１

登
録
料　

無
料

登
録
方
法　

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
合
せ　

県
庁
広
報
課

�
０
２
７－

２
２
６－

２
１
７
１

 

http://www.pref.gunma.jp

/merumaga/r01_regist.html

　

団
地
の
所
在
、
家
賃
な
ど
の
詳

し
い
情
報
は
募
集
案
内
ま
た
は
県

住
宅
供
給
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

入
居
資
格

　

現
在
、
住
宅
に
困
っ
て
お
り
、

親
族
と
入
居
す
る
予
定
の
か
た
、

ま
た
は
単
身
の
高
齢
者
や
障
害
の

あ
る
か
た

※
収
入
制
限
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

申
込
期
間

　
「
ぐ
ん
！
と
Ｇ
Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ａ
」は
県

政
の
旬
の
情
報
や
話
題
、
イ
ベ
ン

ト
や
観
光
情
報
な
ど
を
お
届
け
す

る
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
で
す
。
皆
さ

ん
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

発
行
日　

金
曜
日

内
容　

知
事
の
コ
ラ
ム
、
イ
ベ
ン

ト
・
観
光
・
県
政
情
報
、
読
者
参

加
コ
ー
ナ
ー
な
ど

７
月
１
日　

〜　

日　

(木)

15

(木)

申
込
方
法

所
定
の
申
込
用
紙
を
郵
送

申
込
用
紙
・
募
集
案
内
配
布
場
所

県
住
宅
供
給
公
社
（
前
橋
市
紅
雲

町
）、
県
土
木
事
務
所
、
町
役
場
建

設
係

そ
の
他　

　

入
居
者
は
、
公
開
抽
選
で
選
定

し
ま
す
。

申
込
先
・
問
合
せ

県
住
宅
供
給
公
社

�
０
２
７－

２
２
３－

５
８
１
１

 

http://www.gunma-jkk.
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▼
福
祉
関
係
と
し
て

金
２
７，
０
０
０
円

 
長  
瀬  
美  
代  
子 　

様
（
大
曲
）　

な
が 
せ 

み 

よ 

こ

寄
附
採
納

年累計  148件板倉の事件事故状況
※(  )内は累計（５月16日～６月15日）
３件(   13件)�侵入窃盗
２件(   ８件)�車上ねらい
０件(   １件)�自動販売機ねらい
１件(   10件)�乗物盗難
５件(   22件)�その他の事件
７件(   24件)�人身事故
９件(   70件)�物件事故

注意して みんなで目指す 無事故の町

　国民健康保険
では、県内の小中
学生を対象とし
た健康ポスター
を募集します。
応募資格　
県内在住、在学の小中学生
用紙　四つ切りで紙質は自由
手法及び色彩　手法、色彩（色数を
含む）とも自由
図案　健康づくりを題材として考え
た標語と標語に合う図案
応募方法　ひとり一点とし、自分で
創作した未発表の作品とし、応募作
品の裏面右下に、氏名（ふりがな）、
年齢、性別、学校名及び学年を明記
応募先　町役場保険医療係または、
県国民健康保険団体連合会
応募締切　９月17日（金）
その他　
・入選作品の著作権は、主催者に移
転します。
・最優秀賞及び優秀賞の入選者に
は、12月11日（土）、イオンモール高
崎「イオンホール」において表彰式
を行い、入選作品を展示します。
問合せ　県国民健康保険団体連合会
事業企画課
�０２７－２９０－１３２５

国民健康保険健康ポスター
コンクール作品募集

県
営
住
宅

入
居
者
募
集
し
ま
す

「
ぐ
ん
！
と
Ｇ
Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ａ
」

メ
ル
マ
ガ
読
者
募
集
中

○診療時間は、午前９時～午後５時
○耳鼻科の診療時間は、午前９時～午後１時
○内科系の※印は、小児科のみとなります。　　
○救急テレホンサービス（�７３－５６９９）：受診可能病院を紹介しています。

固
定
資
産
税（
第
２
期
）

国
民
健
康
保
険
税（
第
１
期
）

介
護
保
険
料
普
通
徴
収（
第
１
期
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

普
通
徴
収（
第
１
期
）

納
期
限　

８
月
２
日　
(月)

問
合
せ　

課
税
係
・
収
税
係

�
内
線
２
１
１
〜
２
１
６

　
　
　

２
２
１
・
２
２
２

耳 鼻 科外 科 系内 科 系期 日

川村耳鼻咽喉科医院
７２－１３３７

岡田整形外科クリニック
７２－３１６３

須田内科医院
６３－１４１４

小林内科医院
８８－８２７８

横田胃腸科内科
７２－４９７０

７月４日
（日）

ー
川島脳神経外科医院
７５－５５１１

たなか医院
６２－２８８１

うえの医院
７２－３３３０

橋田内科クリニック
７２－０００１

７月11日
（日）

今村クリニック
７０－２２２１

新橋病院
７５－３０１１

蜂谷病院
６３－０８８８

田沼内科医院
８８－７５２２

館林記念病院
７２－３１５５

７月18日
（日）

ー
小曽根整形外科
７２－７７０７

福田ペインクリニック
８４－１２３３

堀越医院
７３－４１５１

吉田内科クリニック
７０－７１１７

７月19日
（祝）

ー
澤田皮膚外科
７０－７７０３

富士クリニック
２０－１９７１

藤原医院
８８－７７９７

松井内科医院
７５－９８８０

７月25日
（日）

板倉耳鼻咽喉科クリニック
８０－４３３３

最上胃腸科外科
７４－３７６３

真下胃腸科内科医院
６２－２０２５

横田医院
７２－０２５５

まりレディスクリニック
７６－７７７５

８月１日
（日）

ー
堀井乳腺外科クリニック
５５－２１００

寺内医院
８８－１５１１

増田医院
８２－２２５５

落合医院
７２－３１６０

８月８日
（日）

川田耳鼻咽喉科医院
７２－３３１４

慶友整形外科病院
７２－６０００

黛泌尿器科内科医院
６３－７８００

星野こどもクリニック※
７０－７２００

多々良診療所
７２－３０６０

８月15日
（日）

◆緊急　館林厚生病院　７２－３１４０（内科系・外科系）
◆夜間　夜間急病診療所　７３－２３１３　　　　　 

午後７時～10時（日、祝日を除く）　    
内科・小児科（要電話確認）　　　　  

歯 科
館林邑楽歯科保健医療センター

７３－８８１８
午前９時～正午・午後１時～３時
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交
通
安
全
係　�
　

－
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47

人　口　　 １６，０５０人（－11）
　　男　　　 ７，９７２人（－１）
　　女　　 　８，０７８人（－10）
世帯数　　 　５，２１６戸（－１）
              （　）内は前月比
　　　　平成２２年６月１日現在

中央公園

定　

例　

相　

談

土    Ｓat金    Ｆr i木    Ｔhu水    Ｗed火    Ｔue月    Ｍon日    Ｓun
３２１(町)…役場

(保)…保健センター
(資)…資源化センター
(福)…福祉センター
(季)…健康の郷「季楽里」
(中公・東公・南公・北公)…各公民館
※(　)内は開催場所になります。

【定休日及び休館日のお知らせ】
○各公民館：月曜日及び祝日
○健康の郷「季楽里」：木曜日
○海洋センター：月曜日及び祝日
○わたらせ自然館：月・火曜日及び祝日
○総合老人福祉センター：土・日曜日及び祝日
※詳しくは各施設までお問い合わせください。

●教育相談(中公)●教育相談(中公)
●精神保健福祉相談
　　　　　　 （館保）
◆県民交通安全日

10９８７窓口延長～19: 30６５４ 
●教育相談(中公)
●健康相談(保)
◆乳児健診(保)
◆ＢＣＧ接種(保)
◆粗大ごみ有料収集
　申込み締切日(資)
◆第17回夏季ゲートボール大会
　(中央公園芝生広場)※8: 30～

●教育相談(中公)●教育相談(中公)
●精神保健福祉相談
　　　　　　　（館保）

●教育相談(中公)●農地相談(町)◆住民健診(保)
◆第44回板倉杯争奪
　町民野球大会(１日目)
　(渡良瀬グラウンド)※8: 00～

17161514 窓口延長～19: 30131211
●交通事故出張相談
◆１歳児健診(保)
◆県民防犯の日
◆粗大ごみ有料収集
　調査日(資)

●教育相談(中公)
◆自転車マナーアップ
　デー

●ふれあい相談会
　　　　　　 （館保)

●行政相談(福)
●法律相談(中公)
●教育相談(中公)
●心配ごと相談(福)
●健康相談(福)
◆布団家具類受入日(資)
　※9: 00～15: 00
◆２歳児親子歯科健診(保)

◆コアラ学級(保)
◆夏の交通安全運動
　(21日まで)

◆第44回板倉杯争奪
　町民野球大会(２日目)
　(渡良瀬グラウンド)※9: 00～
◆第29回板倉町夏季
　家庭婦人バレー　
　ボール大会
　(海洋センター)※8: 30～

24232221 窓口延長～19: 302019   海の日18
●教育相談(中公)●健康相談(保)

◆粗大ごみ有料収集日
(資)

●教育相談(中公)
●すくすく発達相談

(保)

●子育てこころの相談
　　　　　　　（館保）
●精神保健福祉相談
　　　　　　　（館保）
◆離乳食教室(保)

◆小中学校
１学期終業式

◆板倉町夏季第39回
　北関東硬式卓球大会
　(板中体育館)※8: 30～
◆布団家具類受入日(資)
　※9: 00～正午

31302928 窓口延長～19: 30272625
◆第26回板倉まつり
　(板倉ニュータウン周辺)
　　　　　※14: 30～

◆住民健診結果説明会
　　　　　　　(東公)

●教育相談(中公)
◆布団家具類受入日(資)
　※9: 00～15: 00
◆住民健診結果説明会
　　　　　　　(南公)

●こころの健康相談
(保)

●心配ごと相談(福)◆水道料金口座振替日
　(14区の一部～29区)

◆板倉サッカークラブj r
　交流サッカー大会
    (中央公園芝生広場等)
    ※8: 30～
◆第20回東京都トライ
　アスロン選手権大会
◆高齢者交通安全日
◆季楽里特売日

今月の表紙

　梅雨入り宣言の翌日、子どもたちは
準備運動の後は冷たいプールの水もな
んのその。水しぶきを上げて楽しそう
に夏を先取りしていました。




